＜受講者理解度テスト＞ ESPR解説（基礎編）コース


問１から問１０について、4つの選択肢から正解を１つだけ選びなさい。

（本テスト問題は、ESPR解説（基礎編）テキスト​の内容に基づいて作成しています。）

	問１
	プロセスに関する記述について、適切でないものを選びなさい。

	1
	ソフトウェア開発プロセスとは、ソフトウェア製品を作り上げる上で実施すべき作業を整理したものである

	2
	プロセスを整備する際には、作業の時間的な順序関係を考慮することが大切である

	3
	作業項目、作業内容、入出力ドキュメントとその記述内容などをプロセスとして定義する

	4
	標準的なプロセスを定めることによって、作業漏れの防止などの効果が期待できる

	
	

	問２
	作業を標準化することによって期待できる効果に関して、適切でないものを選びなさい。

	1
	共通認識がとれるため、作業量や作業規模の見積りがしやすくなり、作業項目間での成果物の内容の不整合を無くすことができる

	2
	作業項目での作業の進め方が共通化され、相互に支援したり、技術を向上しやすくなる

	3
	作業内容が共通認識されているため、レビューがやりやすく、作業分担なども可能になり、また効率化のためのツール化につながる

	4
	標準的な作業の項目が提示されることで、共通的な開発部分に関しては作業漏れを防止できる

	
	

	問３
	ESPRの特徴として正しいものを選びなさい。

	1
	ドキュメントのテンプレート事例は提供されていない

	2
	国際規格は意識せず、日本独自の開発作業を基に策定した標準プロセスである

	3
	組込みソフトウェア開発を意識して、より具体的な作業のレベルで開発プロセスを整理している

	4
	安全なシステム開発のために求められる作業や基本動作は考慮されていない

	
	

	問４
	ESPRのプロセスの中で、変更管理が含まれるプロセスを選びなさい。

	1
	SYP（システム・エンジニアリング・プロセス）

	2
	SAP（セーフティ・エンジニアリング・プロセス）

	3
	SWP（ソフトウェア・エンジニアリング・プロセス）

	4
	SUP（サポート・プロセス）

	
	

	問５
	ESPRを構成する4つの要素について、適切でないものを選びなさい。

	1
	プロセスは、組込みソフトウェア開発を進める上で実施が求められる作業を、1つの作業群で捉えたもの

	2
	アクティビティは、プロセスを実施する際の、より具体的な作業をまとめた作業群

	3
	タスクは、個々のアクティビティを実施し達成する上で実施が求められる作業を、いくつかのグループに分けて整理したもの

	4
	サブタスクは、個々のタスクを実施する場合に、実施作業をそれぞれ作業ステップに近いレベルで整理したもの


	問６
	ESPRのサブタスクで定義されているもので、適切でないものを選びなさい。

	1
	作業に必要な入力ドキュメントの内容

	2
	実施する作業内容

	3
	作業実施上の留意すべき事項

	4
	出力ドキュメントの種類と記載項目、レイアウト


	問７
	開発プロセスの整備に関する記述として、適切でないものを選びなさい。

	1
	ESPRなどの標準的な開発プロセスを基に、対象の組織/部門や製品の特性を考慮して、組織/部門の標準プロセスを整備する

	2
	組織/部門の標準プロセスは開発形態の違いによらず一つのプロセスにまとめる

	3
	対象部門や対象製品の特性に合わせて標準プロセスをチューニングする作業をテーラリングという

	4
	個別プロジェクトではテーラリングした開発プロセスを基に、時間やリソースの制約を意識し、作業計画を立案する

	
	

	問８
	ESPRでのプロセス・テーラリングの手順として正しいものを選びなさい。

	1
	タスク・サブタスクでのプロセス整備→アクティビティレベルでのプロセス整備→開発形態の把握

	2
	アクティビティレベルでのプロセス整備→開発形態の把握→タスク・サブタスクでのプロセス整備

	3
	開発形態の把握→タスク・サブタスクでのプロセス整備→アクティビティレベルでのプロセス整備

	4
	開発形態の把握→アクティビティレベルでのプロセス整備→タスク・サブタスクでのプロセス整備

	
	

	問９
	プロセス・テーラリングを行う際の留意点として適切でないものを選びなさい。

	1
	開発対象が持つ品質特性を作り込むために必要な作業項目（性能設計、性能レビューなど）を追加し、品質を作り込む作業体系を構成する

	2
	入力を基に何の作業を行うか、出力（成果物）として何を作りだすのか、など具体的な作業ができるレベルまで作業内容を詳細化する

	3
	成果物としてのドキュメントの種類（名称）まで決めるが、記述内容までは明確化する必要はない

	4
	前の作業項目から次の作業項目へと成果物が流れるように作業間の一貫性・追跡性を確保する

	
	

	問１０
	プロセス適用後の効果に関して、適切でないものを選びなさい。

	1
	作業内容の標準化を繰り返すことにより、作業ごとの工数を見積もることなく、作業内容を工程に組み込むことができる

	2
	成果物や作業内容、作業手順を標準化するため、作業漏れが確実に減少する

	3
	作業内容が明確になるため、プロジェクトメンバー間での意識統一ができてくる

	4
	組織内部の作業分担に限らず、外注先を含む作業分担の精度が向上する
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